
 

１ 研究のねらい 

  令和３・４年度の研究で明らかになった「栄

養教諭在籍の有無による差」を視点とし、豊か

な心と健やかな体を育む食育の推進と充実を

実現している取組事例を収集し、情報提供を

行う。また、「愛知県教員育成指標」における

三つのステージを視点とした栄養教諭の実態

調査を進め、その現状を令和元・２年度と比較

し分析する。それらを整理し、栄養教諭が各学

校において専門性を生かすための手だてや工

夫を明らかにし、活用できるよう情報提供し

ていく。 

２ 調査研究活動 

(1) 食育推進に向けた調査研究アンケート 

① 実施時期 

  本調査  令和５年９月～10月 

追加調査 令和６年１月～ ２月 

② 調査対象 

  本調査  愛知県内全公立小中学校・

義務教育学校 

 校長・栄養教諭 

追加調査     〃  校長 

③ 調査方法 

  ウェブページを活用したアンケート 

④ 調査の内容 

   ・栄養教諭の勤務場所等の現状 

・栄養教諭による、食育を含む「食に関す 

る指導」の現状 

   ・栄養教諭の業務の現状と改善 

   ・食育推進に向けた栄養教諭の力量向上

の現状 

 

(2) 取組事例の収集 

愛知県小中学校長会給食委員会の全委員

会にて、各地から情報提供された食育を推

進していくための校内体制や実践内容につ

いて紹介する。 

３ アンケート調査結果と分析 

(1) 栄養教諭の勤務場所等の現状 

栄養教諭の勤務場所は、令和元年度と比

べほとんど変化がなく、全体の７割以上が

共同調理場と学校間を移動しながら勤務し

ている。令和５年度に、一人の栄養教諭が担

当する学校数の平均は 4.0 校であり、学級

数の平均は 66.2 学級という状況であった。

中でも、担当する学級数の合計が 101 学級

以上という割合が 16.6％ということも分か

った。 
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児童生徒の実態把握や各学校の教職員と

の情報共有など、食育を含めた「食に関する

指導」を計画的に推進するためには、児童生

徒数や学級数に応じた時間が必要であるが、

一人の栄養教諭が担当するには多すぎるの

ではないかと考える。 

(2) 栄養教諭による、食育を含む「食に関する 

指導」の現状 

令和５年度の調査では、１日に「食に関す

る指導」に費やす時間は３時間未満が全体

の８割を占め、平均すると令和元年度の約

３時間から令和５年度には約２時間となっ

た。食育を含めた「食に関する指導」の重要

性が叫ばれている昨今であるが、指導に費

やす時間が減少していることが分かった。 

児童生徒への指導場面について調査した

ところ、給食時間を利用しての指導が最も

多く、年間51回以上の割合が６割以上であ

り、日々の給食時間を利用し栄養教諭が積

極的に指導に取り組んでいることが分かる。

しかし、栄養教諭が在籍している学校とそ

うでない学校での実施割合の差が大きく、

解消のための改善方法が必要である。 

「愛知県教員育成指標」にある指導力に

関わる四つの項目では、現在も今後も力を

入れていきたいものとして「食に関する指

導」が最も多く、ともに８割を超えている。

栄養教諭全体として重要視していることが

分かる。 

指導時間の確保や在籍の有無にかかわら

ず栄養教諭が「食に関する指導」を十分行え

る環境づくりが必要である。 
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(3) 栄養教諭の業務の現状と改善 

全体的に「給食管理」に費やす時間が減っ

ていることが分かる。 

これは、働き方改革を基にした業務改善

や工夫がされてきたためではないかと推測

される。しかし、個への給食対応に、１か月

平均で合計19時間費やすなど、業務が多岐

にわたり、どの「給食管理」にも多くの時間

を費やしており、食育推進のために、業務の

効率化などの更なる工夫が必要なことが分

かる。 

栄養教諭全体の７割以上が「給食管理」で

の時間短縮の取組を行っており、その中で

も「仕様書等の見直しを図り、業務の整理を

行っている」と「ＩＣＴを活用し、複数の場

所からデータ処理できるようにしている」

が半数程度いる。 

徐々にではあるが、行政による支援と協

力が進んできていることがうかがえる。 

(4) 食育推進に向けた栄養教諭の力量向上の 

現状 

「愛知県教員育成指標」における栄養教

諭の自己評価では、第３ステージと答えた

割合が令和元年度と比べ約２％増えたが、

全体的な向上は見られなかった。 

栄養教諭の半数近くが実勤務年数11年以

上であることを踏まえると、全体にステー

ジアップするための取組を検討する必要が

ある。 

力量向上のために必要な研修内容は、栄

養教諭の約６割が「教員としての学校内で

の研修」と答えており、校長が考えている以

上に多くの栄養教諭が必要と考えているこ

とが分かる。 

また、その取組状況としては、約６割がな

かなか取り組めていない状況であり、業務

改善等の方策が必要であることが分かる。 
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４ 食育推進にむけた取組事例 

(1) 食べるの大好き学戸っ子 ～食への関心を

高め、望ましい食生活をする児童の育成～ 

蟹江町立学戸小学校 

① 日常の指導、児童主体の活動 

月ごとの給食目標に合わせた授業を担

任や栄養教諭が実施し、内容や振り返り

などを掲示し、常に見られるようにした。

また、給食委員会が食べ残しを減らすた

めのキャンペーンをするなど、食育の推

進に児童が主体的に関わることを目指し、

全委員会で食に関する活動に取り組んだ。 

② 食に関する体験活動 

食への関心を高めるため、作物を栽培

したり、社会見学や宿泊行事で食に関わ

る方の話を聞いたり、体験をしたりした。

１年生は牧場で乳しぼり体験、４年生は

いちご農家の訪問、６年生は修学旅行で

京都の食文化と和食のマナーを体験した。 

③ 地域や家庭と連携した取組 

鮮魚店主など地域で食に関わる方々に

よる講演会を行った。鮮魚店主の出前授

業では「魚を知って、もっと魚を食べよう」

というテー

マの話で「い

ただきます」

の二つの意

味を学んだ。                                                   

また、家庭の自慢料理レシピを募集し、

給食として提供したり、レシピをホーム

ページの給食ブログに掲載したりした。                                       

(2) 食べ物のはたらきを理解し、自らの健康の

ために食を選択することができる子の育成          

田原市立衣笠小学校 

① 食べ物の３色分け 

食育の授業を担任と栄養教諭が連携し、

全学年で行った。また、３色分けの全校集

会を行った。第１回の基本編「３色のグル

ープのはたらきと３色分けクイズ」、第２

回の 応用編

「たてわり班

で行う３色分

けクイズ」で

は、関心高く

取り組んでいた。 

② 栄養バランスのよい朝ごはん 

栄養バランスを考えた朝食習慣のため

の継続的な指導として、毎月１回の「朝ご

はんバランスチェック」を行った。栄養バ

ランスや健康とのつながりに目を向ける

様子が見られた。実施後に集計結果を担

任と共有し、朝食を欠食した子の様子や、

家庭環境などについての情報を交換した。 

③ 教科等と連携した指導 

４年生では、地域の方とゴーヤを育て

た。おいしく食べる方法を調べて調理実

習を行った。ゴーヤが苦手な子もいたが、

がんばって育てた野菜を食べたい気持ち

や調理方法を工夫した経験が背中を押し、

進んで食べようとする姿が見られた。 

④ 家庭への働きかけ 

夏休みの親子料理教室では、子どもが

活躍できるよう、豆腐をスプーンで一口

大にすくってみそ汁に入れる方法等を紹

介し、どの子も楽しんで参加した。保護者

には栄養バランスへの意識が高まり、子

どもの食について考える機会となった。 

５ まとめ 

栄養教諭の担当学級が依然として多く、給

食管理の時間短縮を図っているが、食に関す

る指導の時間が減少している現状が分かった。

「愛知県教員育成指標」での自己評価に向上

が見られないことから、教諭としての経験や

研修、時間確保の必要性が明らかになった。 

今後も、食に関する指導の充実が図られる

よう、給食委員会として寄与していきたい。 
















